
軽井沢町のツキノワグマ対策事業
～森の街 軽井沢２５年間の歩みと課題～

特定非営利活動法人ピッキオ

田中純平



森林エリア

別荘エリア

市街地エリア

別荘地は完全に森に包まれ、そのまま市街地まで森が続く

中軽井沢駅

中部小



国際親善文化観光都市
（保健休養地）

・ 事故は観光地としての損失になる。

・ 駆除を続けるのは自然豊かな町のイメージに合わない。

“自然と共生する町”

軽井沢町の資源 ＝ 自然環境

世界に誇れる人と自然、クマの共生方法を模索



1998年 2000年 2002年 2004年 2006年 2008年 2010年

個体管理（問題個体の特定と対応）

ゾーニング管理

誘引物管理（クマ対策ゴミ箱、電気柵）

ベアドッグ活動（追い払い、探索）

行動監視
の強化

2012年

教育普及
の強化

野生動物対策ゴミ箱



居住地に隣接した森林

→ 事前捕獲

被害が発生している地域

→ 問題個体の捕獲

檻の設置

捕 獲

電波発信器を付けて学習放獣

町・環境省・県・ピッキオの協議
（軽井沢町ツキノワグマ保護管理対策指針）

個体が特定されていない
または 共存可能な個体

「個体管理」の流れ

発信器による行動監視
人里接近時は追い払い

駆除

共存困難と判定

【２０２２年度】

捕獲頭数：３１頭

（再捕獲も含む）



・ 生粋のヒグマ猟犬

・ 原産国： フェンランド

・非常に高い追跡能力 （狩猟欲）

・非常に大きい吠え声 （威嚇力）

・ペットには向かない

犬種：カレリアン・ベアドッグ

ベアドッグ活動
（2004年～）

Carrie Hunt
Wind River Bear Institute



レベル A  “危険”

レベルB “厳重注意”

クマ軋轢レベル判定基準
A～Eレベル（5段階）

監視個体の行動パタンを

把握し、危険レベルを判断
人への反応、物への反応、食べ物の種類／量、

活動する時間と場所など



一般地域

国指定鳥獣保護区

ゾーニング管理
（概 略 図）

エリアⅠ：森林
（クマの生息地）

エリアⅢ：耕作地
（防除）

エリアⅣ：住居地
（人間優先）

エリアⅡ：別荘地
（追い払い）

鳥獣保護区や都市計画等

に基づいたゾーニング

クマの生息地と人の生活域が完全に

重複する環境で、

より現実的なすみ分け基準を設定。



森林：クマの生息地

耕作地：防除

住居地：人間優先

別荘地：追い払い

発信器グマ 17 頭、未標識グマ 1 頭に対して、

合計 245 回の追い払いや牽制を実施

夜間監視班(23時～翌４時)

６月～１０月は毎晩、発信器グマの位置を把握

ベアドッグ班(３時～７時)



クマ出没時の対応方針（概要）

森林 別荘地 耕作地 商業地

住宅地

レベルA 駆除 駆除 駆除 駆除

－ または駆除
追い払い 防除または

駆除
駆除

レベルC 注意
注意または
追い払い

防除または
注意

駆除または
追い払い

レベルD 注意
注意または
追い払い 注意 ―

レベルB

出没場所と軋轢レベルにより対応方針を判断
どこに、どんなクマが出没しかた？で、出没個体への対応を判断

※駆除は個体識別できていることが前提



計2頭のオスを加害個体を特定して駆除



家周りでの被害割合（2021）

２０２０年：１４件
２０２１年： ７件
２０２２年： ４件

雑排槽荒らしなどの被害
近年の被害の多くが「雑排槽荒らし」…
各種対策で少しずつ効果を上げてきた。

➢こまめな清掃
➢簡易な万力による固定
➢クマスプレー自動噴射装置
➢電柵パワーユニット活用撃退装置

雑排槽荒らしの被害にご注意を！

事例）簡易な万力による固定



捕獲頭数、及び監視頭数と人身事故の推移

近年の監視頭数
３０ー５０頭

行動監視の強化
（20１１年～）



➢ 低コスト

➢ 長い電池寿命

➢ 軽量

➢ 携帯電話網の利用

➢ 高いデータ精度

従来の発信器 ＆ GPSトラッカーの組み合わせ

GPS tracker を活用した自動方探システム

2022シーズンは、GPSトラッカー
付き発信器を8頭のクマに装着。

今シーズンから捕獲個体への全頭
装着を目指す。



人と野生動物の暮らしを考える講座
町内のすべての小学校で実施。年1回、学年ごとに異なる話題を提供。

６年間かけて、じっくりと人と自然、野生動物との共存について考えていくプログラム。

教育普及の強化
（20１０年～）



多様でリアルな正しい情報の発信
何か月も、何年も設置しっぱなしの看板、変化のない情報では

信用されず、肝心な時に効果を発揮しない。

QRコードから登録
すると、住宅地付近
でのクマ出没情報が
メール配信される。

クマ情報
配信サービス



環境整備活動

市街地進入阻止のための電気柵

（離山南）

ばったり遭遇防止のためのやぶかり

（毎年場所を検討、シルバー人材センター実施

及び、軽井沢西地区薮刈り実行委員会）



管理エリア別の出没件数（2年移動平均法）

商業地・宅地 での情報件数は低い水準で推移

➢ 過去12年間、人間活動エリアでの人身事故は「ゼロ」を継続

➢ 平均の駆除頭数：1.73頭/年

12年間、無事故事故



目撃されたクマの年齢、群れ構成別の割合

・人の怖さを知らないクマ
（人怖じしない若グマの出没）

2020年
N=151

2021年
N=72

近年、推定２歳以下の若グマの情報が多い。



出典： Karuizawa Web より

２０２０.5 ～の１年間で、４２５名増加

・クマのことを知らない人
（移住者の増加と土地利用の変化）

近年、新規移住者の方も増加している。



→ 早期捕獲と追い払いの徹底

→ ゾーニングMAPの改定
→ クマ情報ヒートマップの作成
→ 学校教育での普及、及び

新たな情報発信方法の検討

・人の怖さを知らないクマ
（若グマ情報の増加）

・クマのことを知らない人
（移住者の増加と土地利用の変化）

課 題



24時間体制で活動しています。よろしくお願いします。

クマ通報に即応できる体制
クマに関する通報、お問合せは、以下の連絡先までお願いします。

☎ ０９０ー３５８５ー９７６３（24時間対応）
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